
□教育総務課　学校統合推進室　☎・お太助フォン 42-0049問

統合計画の素案を作成しています

第16回

詳しくは
市ホームページ
「中学校の統合に係る説明会開催状況」

◀

市では、中学校統合の必要性について、計4回の保護者説明会を開催し、アンケートなどを通してさまざまな
意見を頂いてきました。これらを踏まえ、校数や計画期間などをまとめた「第3期安芸高田市学校規模適正化推
進計画」の素案を作成しています。作成した素案は公表し、パブリックコメントを求めていく計画です。

作成した素案を公表し、
市民を対象にした説明
会を開催します。

素案公表、説明会開催
素案に対する意見を公
募し、計画決定の参考に
します。

パブリックコメント
統合計画を公表し、周知
を図るための説明会を
開催します。

計画公表、周知

30日以上

意見を考慮した上で、教
育委員会会議で議決し、
統合計画を決定します。

計画決定

60日以上

計画決定・公表までの流れ

移住歴5年で、安芸高田市を第2のふるさ
とと話すホアン グエンさん。Facebookでグ
ループを作り、外国人のコミュニティーづく
りに取り組んでいます。市の情報の伝達やイ
ベントへの参加呼び掛けのほか、行政的な
手続きなど、困った際の相談窓口として対
応。また、誰にも相談できないようなことも
話してもらえるように心掛けています。「なる
べく日本人の方と交流できるイベントに参
加してほしいと思っています。初めはシャイ
な人が多いけど、やっていくうちに楽しく
なってきて、いつのまにか仲良くなってる
（笑）。顔見知りになれば、お互いが楽しいし
安心します」。最近では、2月10日（土）にふ
るさとベトナムの旧正月のイベントを初開
催し、新たな文化交流の場を築きました。こ
れからも、外国人が安心して暮らせるように
サポートしていきたいと意気込みます。

11月に開催した「あきたかた
Meet-up」で日本人高校生たちと
フットサルを楽しんだ皆さん。会話
が弾み、あっという間に仲良しに。

フォロワーを増やすに
は、内容はもちろん、投
稿頻度も大事。

雑誌を読むように楽しめる「つなぐ」。カメラを持って市内の
あちこちに出掛けます。
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ベトナムの旧正月のイベ
ントでは、現地のおせち
料理を振る舞いました。

ホアン グエンさん

活動報告

□政策企画課　地方創生推進係　☎・お太助フォン 42-5612問

外国人と地域の交流を創出
温かい絆でつなぐ
外国人の
コミュニティーづくり

担当
ミッション

藤田 京花さん

目指せフォロワー2万7,000人！
興味を引くコンテンツをつくる
Instagramを活用した
地域の魅力発信

担当
ミッション

「街も人も、訪れる度に好きになった」と
藤田京花さん。自分が感じた市の魅力を
Instagramを通して伝えたいと、いろいろな
ことに挑戦しています。まず、Instagramを
視聴者参加型として運営すること。ストー
リーズ（リアルタイム性の高い投稿機能）で
何の情報が見たいかを質問し、届いた回答
に応えていきます。1日で100件ものコメン
トが寄せられたので、今は投稿用のネタを
制作中です。さらに、地域の人に取材した記
事「つなぐ」を不定期で投稿。取材・撮影全
て藤田さん1人で行います。「隊員になる前
に勉強したWEBやSNSマーケティングの知
識が生かせていると感じます。好きなことが
できる楽しさの反面、責任の重さも感じてい
ます」。1月半ば時点で早くも約2,500フォロ
ワーを獲得。市の人口を超える2万7,000
フォロワーを目標に、まい進していきます。

10月にはグラウンド・ゴ
ルフ大会に参加。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
それぞれの
任務で
奮闘中！

広島県立向原高等学校　向原町坂丸山10006-1　☎46-2322

向
原
高
校

吉田高校と向原高校の
特色ある活動をシリーズで紹介します。

未来への抱負と成長への意欲をスピーチ
青少年育成安芸高田市民会議向原町支部が毎年開催している「青少年の声を聴く会」。第38回となる
今回は「21世紀に生きる私の考え～体験を通して学んだこと～」をテーマに小中学生、高校生が意見発
表を行いました。向原高校からは2人がスピーチし、司会と受け付けでも協力。広い視野や柔軟な発想を
持ち、自ら行動する生徒の姿を通して、成長を感じられる機会となりました。

中学3年生の頃からずっと、自衛隊員になること
を目標にしています。スピーチでは、元日に起きた能
登半島地震で、自衛隊の方々の命を張る姿に激しく
胸を打たれたこと。日々、加計・加計芸北分校・向原
連合高校野球部のリーダーとして奮闘していること

を発表しました。チームの
ため、誰かのために、精一
杯頑張れる自分でありた
いと思います。

2年 佐藤 晟凪さん　「将来の夢」
英語が好きで将来は外国で暮らしたいと思い、1

か月間の留学をしました。親元を離れた生活、異文
化、アジア人差別…初めての経験をたくさんして、
英語力だけではなくメンタル面が大きく成長できた
と思います。以前とは違う観点から物事を見られる

ようになった気がするの
で、固定概念に捉われず、
国際社会で通用する大人
になっていきたいです。

2年 國村 康史さん　「オーストラリア留学を通じて」
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